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広
報

▼
編
集
後
記

　
先
日
、
全
国
的
に
有
名
な
内

子
町
と
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
の

広
報
担
当
者
の
話
を
聞
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　
話
の
中
で
、
最
も
印
象
に
残

っ
た
の
が
、そ
の
地
域
の
強
み
を

生
か
し
て
、コ
ン
セ
プ
ト
を
出
す

と
い
う
こ
と
で
す
。
広
報
紙
に

お
け
る
松
前
町
の
強
み
は
、
町

の
狭
さ
だ
と
お
も
い
ま
す
。
狭

い
か
ら
こ
そ
、
逆
に
、
声
が
集
ま

り
や
す
く
、
す
ぐ
に
取
材
に
飛

ん
で
行
け
ま
す
。
そ
の
強
み
を

意
識
し
て
、広
報
紙
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
　            （
松
田
）

　「
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
だ
け
だ
。

ち
ょ
っ
と
休
め
ば
、す
ぐ
治
る
」

　
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
に
疲
労
を

感
じ
た
と
き
、
自
己
診
断
し
て

済
ま
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
？
　

　
自
分
の「
大
丈
夫
。
大
し
た

こ
と
は
な
い
」と
い
う
思
い
込
み

は
、
怖
い
も
の
で
す
。
今
回
の
特

集
で
チ
ェ
ッ
ク
項
目
で
た
く
さ

ん
該
当
し
た
り
、
普
段
の
生
活

で「
不
安
」に
感
じ
た
り
し
て
い

る
人
は
、
す
ぐ
に
行
動
に
移
し

て
、「
安
心
」
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。     （
久
保
）
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１

広告

有料広告募集中
　　　　　　　　　　掲載場所　　裏表紙の最下段　　　
　　　　　　　　　　広告料　　　20,000 円／枠（1カ月）
　　　　　　　　　　大きさ　     　縦 40 ミリ×横 60 ミリ
　　　　　　　　　　カラー　     　フルカラー

問総務課広報情報係 ☎ 985-4132

ってこーわい

　　ってこーわい
行
会

No. 90

「安井稲荷神社『初
はつ

午
うま

祭』」
豊作を祈って
鶴吉地区で続く伝承行事

　２月の最初の午の日の夕暮れ。今年も、安井
稲荷神社＝鶴吉＝では、恒例の伝承行事「初

はつ

午
うま

祭」が始まります。
　神事が執り行われ、太鼓の音が鳴り響くと、
その傍らで火がたかれます。迎え火で田の神を
祭って、豊作を祈るためです。この初午祭は、稲
荷神社の祭礼で全国の系列の神社で行われてい
るものですが、火をたくのは珍しいといいます。
　祭りに先立ち、神社内に飾るしめ縄づくりも
行われました。「毎年7～ 8人が集まって作って
います。今年は、ちょうど雪の降った寒い日で」
と話すのは、今年の初午祭を仕切った松田允良
さんです。「もともと安井の組が行っていた行事
ですが、今では安井と賀佐の世話人が交代で行
事を行い、愛護部、婦人部や消防団など多くの
人に協力してもらっています」と話す松田さん。
戦中や戦後は途絶えたものの、昭和30年ころま
では行われた初午祭―。昭和50年代に復活して
からは、伝統を継承しようと、多くの人の手を借
りながら現在まで続けられています。
　祭りの最後には、愛護部、婦人部の人たちが
作ったおにぎりを食べ、豊作を祈りました。寒い
冬を越えた後、鶴吉地区には今年も青々とした
田園風景が広がることでしょう。

１　多くの人が見守り
ながら、火がたかれる
２　新調されたしめ縄
が飾られた境内
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